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　　　　登校拒否の行動分析的アプ ロ ー チ
行 動 ア

’
セ ス メ ン ト と 登 校 行 動 の シ ェ

ー ビ ン グ

　　　　　　　　　　　　　　　 小　林　重　雄

　　　　　　　　　　　　　 （筑波人学　’c身 障害学系 〉

　 「登校拒否 i を彳1動 パ タ
ー

ン レ ベ ル で とらえるなら

ば． 1 基本的 には家庭一学校一家庭 とい う往復パ タ
ー

ン が家庭で停滞し、断続 して しまっ た状態 亅 をい う．

すなわち 、継続的な不登校状態が続VV （い るとい っ こ

とになれば、完全に学校が回避すべ き対象とな っ てお

り、学校に向けて家庭を離れる こ とが不可能とな っ て

い ると考えられる （ノ1淋 、198〔〕｝。

　不登校行勤によっ て学校、または登校行動に関連す

る刺激によ っ て誘発された不安
・恐怖などの不快が低

減 して い るこ とが問題となる。すなわち、回避行動と

して の 登校拒否と考えられるもの である。そして 、伝

綯的には不安反応としての 小児恐怖症の
一型と して の

学較恐怖症 （school 　phebia ）と命名され てきた もの

と対応す る （Johnson．A．M．　e し al ．，1941，鷲見たえ子他、

1〜馭 〕〉。

　とこ ろが 、1980年以降、不安 ・恐怖感が言語応答や

客勧∬1勺尺度に表れない タイプの 登校拒否が増加 して き

た 。い わゆる典型的な神経症の 発症メカ ニ ズム とは異

なるタイプ の登校拒否とい える。無気力 ・学業不振、

落ち こ はれ 、怠学傾向などが先行条件とな っ て い た り

随伴症状とな っ て い る。典型的には落ちこ ぼれ状態に

な っ て い て、学習に参加で きない 学校事態 を避けて し

まう。そして 、自宅にとじこもり、好み の TV 番組を

観賞 し、フ ァ ミコ ン に従事するなど して、家でゴ ロ ゴ

ロ して い る。不快事態 をさけるこ とと、家に居るこ と

か積極的に強化刺激 を受けることと結びつ くこ とにな

る。

　 1 ）　 行動アセ ス メ ン トの 着眼点

　登較抱否行動の 行動アセ ス メ ン トは 「不登校状態を

形成 し、それを維持して い る条件を明らかに し、再登

校行動の シ ェ
ービ ングにあたっ て必要とされ る情報を

収集することである」 と定義され る （小林、1988） e

  発癒 i疏の 行動特性 ： 社会的 ・情緒的発達につ い ては

周囲との かかわ りにおける対人的ソ
ー

シャ ル ス キ ル 面

での 発達レ ベ ル を調べ る。知的面 ・学習面につ い ては

特定教科の 不振、全般的学業不振、学習障害、おちこ

ぼれ状態につ い てチエ ッ クする．性格 ・行動面につ い

ては恐怖 ・不安感、強迫的、ルーズ、過従順 ・
反抗、

引きこもり、自信欠如、妄想傾向などに留意する 。

  発症の 経過 ：長期断続的、断続的か ら継続的、突発

性継続の いずれかにより形成 ・維持要因も異なっ てく

る。断続的であれ、登校 した場合の 教室内での様子。

転校 ・進学、成績の 低落、学習で の 理解困難感、友人

関係の 変化、心因反応 （妄想反応も含む ）などとのか

かわ りを検討する。

  全般的症状の変化 ：身体症状の 訴え （’c、蒙  【ll）の 出

現とその 消失過程、家庭内の 緊張と爆発そして緊張を

伴 っ たある種安定。日中変動、逃墹変動の消失と家庭

内で の 日常生活習慣の くずれは慢性化の サイ ンである

  学校 ・学習との関連 ：学校 ・教員・同級生などとの

接触度 ・反発度をチェ ッ クす る。極端な回避 ・無視 ・

拒絶状態か ら不登校状態にある とは考 えられな い ほ ど

密寸妾な関係を維持して い る場合 （担任の家庭訪問によ

る接触、同級生の 訪問や長時閭にわた る電話な ど）ま

て幅広い 。学習に対す るf皷 や学力につ い ては ト リー

トメ ン トの 過程て觀慮すればよい 。

  家庭内で の行動 ：生育史の なかで家族との かかわ り

が どの よ うに展開 して きたかを明らかにする ． そ して

、現在の 家族との コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン の レ ベ ル、日常

生活の リズ ム の混乱程度、自室へ の閉じこもり、清潔

習慣 ・食事習慣の くづれ などの 程度をチェ ッ クする。

  その 他 ：長期の 不登校にかかわる体力 ・学力の 低下

、家庭 ・学校 （担任 ・治療教室担当者 ・養譲教諭 ・校

長 ・教頭 ）との チ
ーム ワ

ー
クの 可能性。

　 2 ）　 再登校行動の 再学習 （トリートメ ン ト）の着

　　眼点　　 ．　　　　　
ノ

　アセ ス メ ン トで得 られた情報を効率的に用いて トリ

ートメ ン トは進め られ る 。

  治療関係の 設定 ； イン テーク以降の展開は本人との

契約を原則とする。

  治療計画の予定表の 設定 ： 1セ ッ シ ョ ン は 4〜6 時

間を基礎として設定 し、本人の 申請による予定登校日

が設定されると、その 日まで の 期間 （4 〜 7週間 ）の

計画が立てちれ る。

  トリートメ ン ト （1 ｝− i塋鍵的アプ ロ
ーチ

　 a ）学習指導

　 b ）体力訓練

　 c ）ソーシャ ル ス キル訓練 ・役害桁 動訓練

　 d ）学校 （担任など）との コ ン タクト

  トリートメ ン ト （2 ）
一
技法の選択

　 a ＞神経症状態 （学校恐怖症 、対人恐怖、不安反応
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30 回　（家凝 蕣方「縄　　継 時 隠近 法

　 　 　
・

電 活 ）　　 系蔵 動脱 醸 作 酸

など ）の 変容
一

系統的脱感f 三法、主張反 応法、．強制法

　（フ ラ ッ
・
デ ィ ン グ法 ）

　 b ）再登校行動の シ ェ
ー一

ピ ング
’
一夕方 ・早朝登校法

抹認台療．孜室
・
保健窰 の’憇蝦と継時接近法、トー

クン エ

：1ノミー証ミ

  トリートメ ン ト （3 ）一
その 他

　 a ）再登樹 用女寿予定日の 書髭助

　 b ）安定化へ の bSVJと終結

　 c ）追跡調 窪

　　 3 ）1．li−1例blf究
（E ）対

ご

良1馳　1．｝樗を2 ．年∠｝三 （13 論境）男子

　　中学 1．第の ．i’糧弱か ら心気殖｛状が出現 しは じめ 、

照 壁して登校 して い たが 2 学期には授罷日数 92H の

うち11｛席 1．1数は 35 「1で田i続登校とな っ た 。3学期は

更に 62U の うちわずか 10LIの 11｛席日数とな っ た ．

中学 2 年 とな り当初の 3 日間だけ登校 し、その 後継続

不登校の状態とな っ た。そして 、中 2 の 6月 18 日に

祖Ct　・撰任に 付き添わ才
』
1．て来室した 。父親はアル コ

ー

ル 巾毒で入退 院をく
．
りか え、して きて お り、

．
祖母を中心

に 簡易食堂を営み 、生計を立てて い る．母親は本児が

4鋼 交2 年時に弟をつ iして離婚 して い る。

（2 ）彳1
：

動ア セ ス メ ン ト

  （．発症前〉小学Sl6年 までは交友関係も良好 ぐ、成
績も一L位呑こあ っ た ．しか し、運動初軽がにぶ く、体育

は苦 ．
｝
三
とした ．性格的にはき帳画1過ぎるところがあ っ

み 。中学校に入学ttXk、無力感が生 じ、とくに英語の

学習 に の れ
’
¢拯 i惑 して v る．）鰯 指検査 の結 果は IQ ：

UO で ド均．−Lの レ ベ ル である （WISC − R 、中 2
の 8 ／ 28 実施 ）。

  （発症 ）長期断続か ら継続へ 。断続期 には 自発的に

登校 した ときは学校で普通に活動で きた 。しか し、強

刷した ときは身体症状を訴えるなどして早退す るこ と

も多カレ｝ た。

  （全般症状）断続期には腹痛、気分不 良が毎朝訴 え

られた 。継続期に入 り身沐症状の 訴えは消失 した 。日

中変動、週間変動は残 っ て い るが 、午萌 10 時頃に超

床するとい っ た生活習慣の 乱れは生 じてきて い るひ

  （学較 ）学校 ・担任 ・
同級 tk ’学習に対する抵抗は

低 い 。同級生が下校時に立ち寄ると
一

緒に フ ァ ミコ ン

などで遊ぶ 。しか し、・担任の 家庭訪問では顔をだ さな

い ，

  （生欝史 ・家庭 ）ノ1惇 較 2 年の とき 3歳年 Fの 弟を

つ れて母親は離婚して い ぞ・ v 父親が追い餌 した もの と

本．人は とらえてお り、ほ とん ど父と話しを しない で き

て い る。とくに、仕事もろくにせず朝か ら酒を飲んで

い た り、本 人が小学校 3〜4 年の 頃は しlfしば酔 っ て

家の 中で 墨れて い たとの こ ともあ っ て父親を信用 して

いない 。　　　　　　　　 tt

（3 ＞指導経過

（］．yMl 與月（6／ 18 −、7／ 15 ＞

　 6 ／ 18 イン テーク後、7／ 14 までに 9Ll登校、
その 後

．
再ひ不登校。

  ．第 2期 （7 ／ 16 〜 8／
．
31 ）

　 7 ／ 16 は強制的にメご｝乏へ ．夕方に担当ス タ ッ フが

学櫨訪冏 （担任 と柑談 〉、8 ／ 29 までに 8 セ ッ シ ョ

ン。7 ／ 26 の プ ロ グラム を例示する ； 10 ： 1．5・．丶・

11 ： 05 英盞吾．．　11 ： 10 −
M −12 ： 00 数

’｝
碧、　1　：

00v11 ．： 30 散歩、　
．
【： 40 ・一・−2 ： 30 晦’妾。要：休

み 中に担任と英語の 学習を6He

α）第 3其月（9 ／
’
2 、．．1 （）／ 3 ）

　 9．／ 2．、9／ 19 は；ラヒi全登垂交．9／ 20 ．．．− 9／ 22
は1膏 際 が らみ で不登校。その 後も不登校、ただ し．
祖母か ら登校 して い る との虚偽の 報告あり。

嚇 等4 莫冠（10 ／

／ 4〜．1L ／
／
1 ＞10 ／ 31 ：

：F定日

  第 5期 （11 ／ 4k −　1．・2 ／ 24 ＞ 11 ．
・ 26 ：了畑

11 ／ 26 登季交、
・、・12 ．．／ 2xl　・ii一退あ り、　1 ／

／ 7．1、．・○ ｝く ぐ、｝
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